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　近年都市部では，道路交通事情の悪化等から，鉄道構造物の
地下化が進められている。地下構造物を構築する際には土留め
工の施工や掘削工事を行うため，施工中や施工後に地下水環境
を大きく変化させ，周辺へ少なからず影響を与える恐れがある。
したがって，地下構造物の構築に際しては地下水流動の変化を

図　3次元浸透流解析結果例
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適切に予測することが
非常に重要となる。
　本報告では，有限要
素法に基づく三次元浸
透流解析手法を用いて，
広範な領域においても
時々刻々と変化する施
工状況に対応できる検
討方法を提案した。入
力定数に関しては，特
に解析結果に与える影
響が大きい透水係数に

ついて，試験法の違いによる補正係数を提案した。また，地下
水流動阻害対策工については，対策工の影響を評価できるモデ
ルを提案し，実現場のデータを用いて検証を行いその適用性に
ついて示した。
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